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改  革　
意
識
改
革
と
法
令
順
守
の
徹
底

信
頼
回
復
に
向
け
再
出
発

市
で
は
、
10
月
10
日
の
競
売
入
札
妨
害
と
12
月
1
日
の
贈
収
賄
で
の
職
員
の
逮
捕
を
受
け
、
談
合
を
根
絶
す
る
強
い
意
志
で
入
札
・

契
約
制
度
の
改
革
と
職
員
の
意
識
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と「
入
札・契
約
制
度
改
革
に
関
す
る
実
施
方
針
」

を
定
め
ま
し
た
。
も
う
二
度
と
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
も
、職
員
一
人
ひ
と
り
が
意
識
を
変
え
、再
発
防
止
に
努
め
ま
す
。

【
懲
戒
処
分
の
強
化
】

　
職
員
の
非
違
行
為
に
対
し
、
よ
り
一
層

厳
正
に
対
処
す
る
た
め
、
市
職
員
の
懲
戒

処
分
の
基
準（
平
成
18
年
12
月
8
日
制
定
）

の
見
直
し
を
行
い
、
官
製
談
合
等
の
処
分

量
定
を
明
記
し
ま
す
。

【
綱
紀
保
持
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
】

　
公
共
工
事
を
発
注
す
る
部
署
で
は
、
特

に
留
意
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
、
綱
紀
保

持
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま

す
。

職
員
倫
理
の
確
立

【
管
理
職
員
へ
の
研
修
の
徹
底
】

　
管
理
職
員
（
課
長
）
は
、
職
員
倫
理
規

則
に
基
づ
き
、
自
ら
率
先
し
て
、
指
揮
監

【
新
規
採
用
職
員
へ
の
研
修
の
徹
底
】

　
新
規
採
用
職
員
に
対
し
て
は
、
採
用
直

後
、
人
事
担
当
課
が
「
職
員
倫
理
に
関
す

る
研
修
」を
含
む「
新
規
採
用
職
員
研
修
」

を
実
施
し
公
務
員
と
し
て
の
倫
理
意
識
を

醸
成
し
て
い
き
ま
す
。

公
益
通
報
制
度
の
周
知
徹
底
と

充
実
強
化

　
法
令
違
反
行
為
な
ど
を
通
報
し
た
職
員

の
保
護
や
不
正
行
為
等
の
早
期
発
見
と
是

正
を
図
り
、
公
正
な
市
政
の
運
営
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
公
益
通
報
に
関

す
る
要
綱
」（
平
成
23
年
9
月
1
日
施
行
）

市長が各課の朝礼で訓示しました

の
機
能
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
従
来
の
受
付
窓
口
（
総

務
課
）
に
加
え
て
外
部
の
独
立
し
た
第
三

者
（
弁
護
士
）
が
管
理
す
る
通
報
窓
口
を

新
設
し
ま
す
。
受
付
方
法
に
つ
い
て
は
、

文
書
、面
談
や
電
話
に
加
え
て
、電
子
メ
ー

ル
で
の
通
報
も
新
た
に
設
け
ま
す
。

　
ま
た
、
課
内
研
修
を
実
施
し
、
職
員
に

対
す
る
制
度
の
周
知
徹
底
を
図
り
ま
す
。

働
き
か
け
（
口
利
き
）
と
外
部
情

報
へ
の
対
応

　
入
札
・
契
約
業
務
等
の
透
明
性
の
向
上

と
不
正
な
働
き
か
け
の
防
止
の
た
め
、
公

督
下
に
あ
る
職
員
に
、
職
務
に
関
す
る
倫

理
の
保
持
や
適
正
な
服
務
の
確
保
が
図
れ

る
よ
う
、
的
確
な
指
導
や
監
督
に
努
め
ま

す
。
そ
こ
で
管
理
職
員
に
対
し
て
「
職
員

倫
理
規
則
に
関
す
る
研
修
」
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

【
職
員
へ
の
研
修
の
徹
底
】

　
職
員
は
、
職
員
倫
理
規
則
に
定
め
る
倫

理
行
動
基
準
な
ど
の
内
容
を
理
解
し
、
そ

の
基
準
に
従
い
、
行
動
し
て
い
き
ま
す
。

管
理
職
員
は
、
自
ら
率
先
し
て
、
指
揮
監

督
下
に
あ
る
職
員
に
対
し
、
職
員
倫
理
規

則
に
基
づ
い
た
倫
理
研
修
を
実
施
し
ま

す
。

　
ま
た
、
倫
理
研
修
を
受
け
た
全
て
の
職

員
は
、
管
理
職
員
に
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し

ま
す
。

共
工
事
の
執
行
で
は
、
職
員
に

対
し
て
公
正
な
執
行
を
損
な
う

お
そ
れ
の
あ
る
働
き
か
け
、
い

わ
ゆ
る
口
利
き
が
あ
っ
た
場
合

に
、
そ
れ
を
記
録
し
、
情
報
を

共
有
化
し
ま
す
。
記
録
し
た
内

容
を
市
民
に
公
表
す
る
制
度
を

創
設
し
ま
す
。

　
建
設
工
事
等
に
つ
い
て
、
入

札
談
合
に
関
す
る
情
報
が
あ
っ

た
場
合
は
、
現
行
の
「
え
び
の

市
談
合
情
報
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に

基
づ
く
公
正
取
引
委
員
会
へ
の

通
報
に
加
え
て
、
職
員
倫
理
審

査
会
で
調
査
、
確
認
し
、
必
要

に
応
じ
て
警
察
へ
の
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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　10 月 10 日深夜の職員逮捕以来、10 日の庁議、
11 日の臨時課長会、12 日の全職員を集めての
市長訓示、各課ごとの朝礼での訓示、庁内メー
ルなどで職員の綱紀粛正を強く求めてまいりま
した。
　また、市が制定している職員倫理規則の研修
会を開催し、全員に研修の報告を求めるととも
に、組織の指揮監督系統も再確認いたしました。
　同時に、談合防止について技術的な検討を指
示し、応急措置をとるとともに、入札・契約制
度改革に関する実施方針を策定いたしました。

　そして、逮捕された職員に対する厳正な処分（懲戒免職）と、市長給
与 50％カット× 3 か月を筆頭に、管理職の処分も行いました。
　しかし、今一番市民に求められていることは、何よりも、再発防止に
向けて、私がリーダーシップを十分発揮し、職員と一丸となり、強い意
志を持って、意識改革や制度の改善を続けていくことだと考えています。
入札だけでなく、公平な行政運営の先進自治体を目指し、さらに頑張っ
てまいります。

　
入
札
・
契
約
制
度
改
革
の

　
着
実
な
推
進
と
改
善

えびの市民の皆さまへ

【
公
共
工
事
入
札
・
契
約
監
視
委
員
会
に

よ
る
監
視
】

　
入
札
・
契
約
制
度
や
そ
の
適
正
な
運
用

等
に
関
し
て
調
査
・
審
議
す
る
機
能
を
付

し
た
民
間
有
識
者
で
構
成
す
る
「
公
共
工

事
入
札・契
約
監
視
委
員
会
」
を
設
置
し
、

同
委
員
会
で
監
視
を
行
い
ま
す
。

【
入
札
・
契
約
事
務
に
係
る
組
織
体
制
の

整
備
】

　
入
札
・
契
約
事
務
に
つ
い
て
は
、
公
共

工
事
発
注
の
透
明
性
を
よ
り
高
め
る
た
め

に
、
工
事
設
計
担
当
技
師
が
関
与
し
な
い

部
署
で
担
当
し
、
発
注
す
る
課
か
ら
完
全

に
分
離
す
る
体
制
の
構
築
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

【
情
報
公
開
の
推
進
】

　
公
共
工
事
の
入
札
・
契
約
情
報
に
つ
い

て
は
、
市
議
会
に
定
期
的
に
報
告
し
て
い

き
ま
す
。
発
注
見
通
し
、
入
札
情
報
、
入

札
結
果
、
契
約
結
果
等
を
市
民
に
わ
か
り

や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
な
が
ら
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
公
開
し
て
い
き
ま
す
。

えびの市長 村岡隆明

建
設
業
界
の
企
業
倫
理
の
確
立

【
企
業
へ
の
法
令
順
守
の
徹
底
】

　

建
設
業
関
係
団
体
や
建
設
業
者
に
対

し
、自
ら
談
合
と
決
別
し
、法
令
順
守
（
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）
の
徹
底
と
企
業
倫
理

の
確
立
に
向
け
て
取
り
組
む
よ
う
強
く
要

請
し
て
い
き
ま
す
。

【
市
主
催
の
研
修
会
の
実
施
】

　
え
び
の
市
主
催
の
企
業
倫
理
研
修
会
を

行
い
、
建
設
業
者
に
対
し
て
受
講
を
強
く

要
請
し
て
い
き
ま
す
。

改
革
の
推
進
と
検
証

　
入
札
・
契
約
制
度
改
革
の
着
実
な
推
進

と
さ
ら
な
る
改
善
を
図
る
た
め
、
行
政
改

革
推
進
本
部
や
第
三
者
機
関
で
あ
る
公
共

工
事
入
札
・
契
約
監
視
委
員
会
で
、
継
続

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
行
政
改
革
推
進
本
部
事
務
局

　
（
財
政
課
）

　
☎
35
‐
１
１
１
１　
内
線
３
８
３

職員逮捕翌日、職員を集めての市長訓示

予
定
価
格
の
公
表

　
予
定
価
格
の
公
表
は
、
国
の
指
導
に
よ

り
今
ま
で
ど
お
り
、事
後
公
表
と
し
ま
す
。

最
低
制
限
価
格
の
設
定

　
公
共
工
事
の
品
質
確
保
や
下
請
保
護
な

ど
を
含
め
た
適
正
な
施
工
の
確
保
の
観
点

か
ら
、
原
則
と
し
て
最
低
制
限
価
格
を
設

定
し
ま
す
。

　
な
お
、
算
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
入
札

制
度
改
善
検
討
会
（
平
成
23
年
10
月
12
日

設
置
）
に
お
い
て
、
変
動
型
最
低
制
限
価

格
を
検
討
し
ま
す
。
最
低
制
限
価
格
に
つ

い
て
は
、
公
表
し
ま
せ
ん
。

改  革

改  革

改  革改  革 　
入
札
制
度
の
改
革

　
入
札
・
契
約
制
度
の
適
正
な
運
用

　
建
設
業
界
へ
の
対
応

的
に
進
行
管
理
や
検
証
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
も
、
市
民
に
わ

か
り
や
す
い
形
で
公
表
を
行
い
ま
す
。

公
共
工
事
以
外
の
入
札
・
契
約
制

度
の
改
革

　
庁
舎
警
備
等
の
公
共
工
事
以
外
の
業
務

委
託
や
物
品
調
達
等
に
つ
い
て
も
、
こ
の

方
針
に
準
じ
て
、
改
革
を
進
め
て
い
き
ま

す
。



り
当
て
ら
れ
た
り
す
る
依
存
財
源

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

歳
出
は
、
扶
助
費
、
積
立
金
、

繰
出
金
な
ど
の
増
に
よ
り
、
対
前

年
度
比
1
・
5
％
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

　

歳
出
を
性
質
別
に
大
別
す
る

と
、
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費

の
合
計
で
あ
る
義
務
的
経
費
、
普

通
建
設
事
業
費
・
災
害
復
旧
事
業

費
の
合
計
で
あ
る
投
資
的
経
費
、

物
件
費
、
維
持
補
修
費
、
補
助
費

等
、
積
立
金
な
ど
の
そ
の
他
の
経

費
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

※（　）は前年度比

報 告
一般会計　歳出　総額 一般会計　歳入　総額

113 億 1,131 万 5 千円 116 億 7,425 万 1 千円

対前年度比 1.5% 増 対前年度 1.1% 増

【地方交付税】地方税などの自主財源だけでは財源の足りない地
方自治体に対して、国が交付するお金。

【国庫支出金】国から地方自治体に支出される補助金や委託金。
【市債】市がさまざまな事業を行う時、長期にわたって借りるお金。
【自主財源】市が自ら徴収または収納できる財源。市税、分担金

及
お よ

び負担金、使用料及び手数料、財産収入など。
【依存財源】国や県の意思により決定された額を、交付されたり、

割り当てられたりする財源。地方交付税、国庫・県支出金、地方
譲与税、市債など。

【義務的経費】歳出のうち、その支出が義務付けられ、任意に削
減することが困難な経費。人件費、扶助費、公債費。

【投資的経費】歳出のうち、その支出が建物、学校、道路など、
資産形成に向けられる経費。

【人件費】市職員給与、市議会議員・各種委員報酬など。
【扶助費】法令に基づき、被扶助者に支出される経費。児童手当、

医療扶助、教育扶助など。
【普通建設事業費】普通建設事業費は、道路、橋梁、学校、庁舎

等公共用または効用施設の新設増設等の建設事業に要する投資的
経費。

【地方財政状況調査】より

◎議会費・・・1 億 2,894 万 1 千円（5.5％増）
　議会の活動に要する経費です。

　
平
成
22
年
度
一
般
会
計
の
決
算

状
況
は
、
歳
入
総
額
１
１
6
億
7

４
２
５
万
1
千
円
、
歳
出
総
額

１
１
３
億
１
１
３
１
万
５
千
円

で
、
差
引
き
3
億
６
２
９
３
万
6

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
地
方
交
付
税
、
県
支

出
金
、地
方
債
な
ど
の
増
に
よ
り
、

対
前
年
度
比
1
・
１
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

　
歳
入
に
は
、
市
が
自
ら
徴
収
ま

た
は
収
納
で
き
る
自
主
財
源
と
、

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
、
割

人件費
2,227,795 千円

（19.7％）

扶助費
1,902,059 千円

（16.8％）

公債費
1,158,324 千円

（10.2％）

物件費
1,369,187 千円

（12.1％）

補助費等
1,018,851 千円

（9.0％）

繰出金
1,275,320 千円

（11.3％）

投資・出資・貸付金 160,783 千円（1.4％）
その他 805,357 千円（7.2％）

青：義務的経費　黒：投資的経費　白：その他の経費

市税
1,869,793 千円

（16.0％）

諸収入 276,587 千円（2.4％）
繰越金 408,060 千円（3.5％）

市債
725,872 千円

（6.2％）

繰入金 35,522 千円（0.3％）
その他 347,066 千円（3.0％）

地方交付税
4,939,411 千円

（42.3％）
普通建設事業費等

1,393,639 千円
（12.3％）

国庫支出金
1,712,756 千円

（14.7％）

県支出金
884,151 千円

（7.6％）

青：自主財源　黒：依存財源

特別会計・企業会計決算、市民負担の状況、
財産の状況は【平成 22 年度決算書】から。

◎総務費・・・22 億 8,498 万 7 千円（0.2％減）
　市有財産の維持管理、戸籍、統計、徴税、選挙、職員の人事な
　どに要する経費です。

◎民生費・・・34 億 9,782 万 2 千円（9.1％増）
　社会福祉（身体障害者・高齢者・児童に関する福祉）や生活保
　護などに要する経費です。

◎衛生費・・・9 億 253 万円（5.0％増）
　市民の方の衛生的な生活環境を保持するためや、ごみの処理な
　どに要する経費です。

◎労働費・・・6,446 万 7 千円（149.7％増）
　労働者のための施設の管理・雇用対策などに要する経費です。

◎農林水産業費・・・9 億 3,600 万 9 千円（37.2％増）
　農業委員会や、農業・畜産・林業の振興などに要する経費です。

◎土木費・・・6 億 7,445 万 1 千円（30.9％減）
　道路の新設や維持管理、市営住宅の維持管理などに要する経費
　です。

◎消防費・・・3 億 1,571 万 2 千円（7.9％減）
　消防や災害対策に要する経費です。

◎教育費・・・8 億 9,725 万 9 千円（13.2％減）
　小・中学校、教育委員会、社会教育や、市内体育施設の維持管
　理などに要する経費です。

◎災害復旧費・・・4,573 万円（369.2％増）
　災害によって生じた被害の復旧に要する経費です。

◎公債費・・・11 億 5,832 万 4 千円（12.4％減）
　市の借金の返済に要する経費です。

◎諸支出金・・・1 億 52 万 5 千円
　物産館建設予定地を購入した経費です。

◎商工費・・・3 億 455 万 8 千円（13.3％増）
　商工業の振興や、観光事業、企業誘致などに要する経費です。

平成 22 年度
区　分 歳　入 歳　出

国民健康保険特別会計 3,757,679 3,408,865
後期高齢者医療特別会計 554,234 554,019
老人保健特別会計 4,676 4,676

介護保険
特別会計

保険事業勘定 2,741,577 2,695,782
介護サービス事業勘定 18,630 16,923

観光特別会計 46,251 31,540

水道事業
会計

収益的収支 672,857 652,108
資本的収支 186,874 464,400

病院事業
会計

収益的収支 981,379 978,855
資本的収支 18,504 28,468

【単位：千円】

国民健康保険のように、特定の人たちの相互扶助を目的とした事
業は、原則として、利益を受ける人たちが負担するお金で運営し
ます。そのため、一般会計とは別の「特別会計」となっています。

特別会計・企業会計決算

区　分 決算額 一人あたり 一世帯あたり
市民税（個人） 515,399,664 23,279 51,217
固定資産税 991,946,338 44,803 98,574
軽自動車税 62,925,500 2,842 6,253
市たばこ税 111,250,123 5,025 11,055
入湯税 4,044,900 183 402
国民健康保険税 546,396,420 68,955 122,045

【単位：円】

住民基本台帳人口 22,140 人、10,063 世帯で算出。国民健康保険
被保険者は 7,924 人、4,477 世帯。（平成 23 年３月 31 日現在）
※滞納繰越分を除きます。
※各税目は、納める対象者が決まっており、各個人の税負担額は
それぞれ違いますが、ここでの一人・一世帯あたりの金額は、単
純に決算額を人口・世帯数で割って算出しています。

市民負担の状況

区　分 面積・数量等
土　地 10,393,329.52 ㎡
建　物 136,527.32 ㎡
物　品 物品のうち公用車 135 台

◎公有財産、物品

◎債権、基金
区　分 21 年度末残高 22 年度末残高 増　減

有価証券 16,644,200 16,644,200 0
出資による権利 166,444,613 166,444,613 0
債権 468,279,686 459,791,169 － 8,488,517
基金 5,801,937,061 6,362,384,439 560,447,378

【単位：円】

財産の状況

区　分 平成 22 年度末残高
一般会計 74 億 6,168 万 1 千円
水道事業会計 8 億 6,553 万 3 千円
病院事業会計 4,619 万 8 千円
一時借入金 0

市債の借入残高の状況

目的別の歳出の状況　　　　　　

用語の説明

決 算

地方譲与税等 475,033 千円（4.0％）

※（　）は構成比

■お問い合わせ先
　市財政課財政係
　☎ 35‐1111（内線 381）

平
成
22
年
度

一
般
会
計
の
決
算
状
況
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◎市政ニュース（えびの市役所☎ 0984‐35‐1111） News　&　Topics
防災教育に役立てます

飯野小・中学校研究公開授業

宝くじで鼓笛隊セット整備

読解力向上を目指す研究の成果を公開

　
鼓
笛
隊
セ
ッ
ト
は
、
運
動
会

や
防
災
・
防
犯
関
連
の
イ
ベ
ン

ト
等
に
使
わ
れ
、
防
災
啓
発
普

及
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
京
町
中
央
幼
稚
園
の
紫
雲
一

昭
園
長
は
「
防
災
の
教
育
な
ど

を
行
い
な
が
ら
、
有
意
義
に
使

わ
せ
て
も
ら
い
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

中
学
校
の
研
究
を
県
内
の
多
く

の
学
校
に
活
用
し
て
も
ら
お
う

と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
飯
野
小
学
校
1
年
生
の
国
語

「
乗
り
物
の
こ
と
を
調
べ
よ
う
」

の
授
業
で
は
、「
こ
の
船
は
ど

ん
な
役
目
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
」
の
先
生
の
問
い
か
け
に
、

児
童
は
乗
り
物
の
絵
や
本
文
の

情
報
か
ら
考
え
、
自
分
の
言
葉

で
答
え
て
い
ま
し
た
。

　
飯
野
小
学
校
の
長
嶺
さ
と
子

教
頭
は
「
読
解
力
は
全
て
の
教

科
に
共
通
し
て
い
ま
す
。
こ
の

研
究
で
、
子
ど
も
た
ち
の
表
現

力
も
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

鼓
笛
隊
セ
ッ
ト
が
、
11
月

22
日
、
京
町
中
央
幼
稚

園
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
宝
く
じ
助
成
を
活

用
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
、
幼
児
期
か
ら
の
火
遊
び

防
止
の
し
つ
け
な
ど
を
目
的
と

し
た
地
域
防
災
組
織
育
成
の
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

贈
ら
れ
た
の
は
、
大
・
中
・

小
の
太
鼓
、
シ
ン
バ
ル
・
ベ
ス

ト
、
ベ
レ
ー
帽
な
ど
で
す
。

　
こ
の
事
業
を
活
用
し
、
市
内

の
保
育
園
と
幼
稚
園
あ
わ
せ
て

6
施
設
に
鼓
笛
隊
セ
ッ
ト
の
整

備
が
完
了
し
ま
し
た
。

飯
野
小
・
中
学
校
で
、
11

月
22
日
、「
読
解
力
向
上

を
目
指
す
学
習
指
導
の
在
り

方
」
に
つ
い
て
の
研
究
公
開
授

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
公
開
授

業
に
は
、
市
内
外
の
教
職
員
ら

約
２
０
０
人
が
見
学
に
訪
れ
ま

し
た
。

　
飯
野
小
・
中
学
校
は
、
平
成

21
・
22
・
23
年
度
の
3
か
年
に

わ
た
り
、
宮
崎
県
の
読
解
力
向

上
推
進
事
業
の
指
定
を
受
け
、

児
童
生
徒
の「
考
え
る
力
」「
表

現
す
る
力
」
の
向
上
を
目
指
し

て
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　
こ
の
公
開
授
業
は
、飯
野
小・

子どもたちは、ベストとベレー帽を身に付け、太鼓を受け取りました

飯野小 1 年 1 組で行われた国語の授業

　
平
成
22
年
秋
か
ら
平
成
23
年
春

に
か
け
て
、
高
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
宮
崎
県
を
含
め
、
全
国

9
県
24
例
の
発
生
が
あ
り
ま
し

た
。
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
現
在
も

散
発
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
も
発
生
の
危
険
性

が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
市
内
で
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
に
も
、
次
の
こ
と
の
徹
底
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
養
鶏
農
家
の
皆
さ
ん
へ
】

○
防
鳥
ネ
ッ
ト
の
す
き
間
や
穴
、

鶏
舎
の
破
損
等
が
な
い
か
の
確
認

を
徹
底
し
、
必
要
に
応
じ
て
対
策

を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。

○
鶏
舎
の
周
辺
に
配
合
飼
料
の
残

り
や
生
ゴ
ミ
な
ど
の
野
生
生
物
の

エ
サ
に
な
る
も
の
を
置
か
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
鶏
舎
の
出
入
り
に
当
た
っ
て

は
、
必
ず
作
業
服
を
着
替
え
、
長

靴
の
履
き
替
え
を
行
う
と
と
も
に

（
長
靴
の
踏
み
込
み
消
毒
の
み
で

は
不
足
で
す
）、
手
指
消
毒
を
徹

底
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
農
場
の
出
入
り
口
で
の
車
両
消

毒
（
車
内
、
運
転
手
含
む
）
を
徹

底
す
る
と
と
も
に
、
鶏
舎
周
辺
の

石
灰
に
よ
る
消
毒
を
励
行
し
て
く

だ
さ
い
。 

○
給
水
用
の
水
は
原
則
と
し
て
水

道
水
を
使
用
し
、
そ
の
他
の
水
を

使
用
す
る
場
合
に
は
消
毒
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。 

○
特
に
必
要
の
な
い
人
、
車
両
等

の
農
場
へ
の
出
入
り
は
、
制
限
し

て
く
だ
さ
い
。 

【
屋
外
で
鳥
な
ど
を
飼
わ
れ
て
い

る
皆
さ
ん
へ
】

○
エ
サ
箱
や
水
飲
み
場
は
、
飼
育

小
屋
の
中
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

○
エ
サ
を
飼
育
小
屋
の
外
に
こ
ぼ

さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
野
鳥
の
嫌
い
な
光
を
反
射
す
る

も
の
な
ど
を
飼
育
小
屋
の
周
り
に

つ
け
て
対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
飼
育
小
屋
の
金
網
な
ど
の
す
き

間
・
破
れ
を
見
つ
け
た
ら
、
ふ
さ

い
で
く
だ
さ
い
。

【
市
民
の
皆
さ
ん
へ
】 

○
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
以
外
は

農
場
に
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。
や
む
を
得
ず
出
入

り
す
る
場
合
に
は
必
ず
十
分
な
消

毒
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

○
野
鳥
の
フ
ン
が
靴
の
裏
や
車
両

に
付
く
こ
と
に
よ
り
、
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
他
の
地
域

へ
運
ば
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
野
鳥
に
近
づ
き
す
ぎ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
靴

で
フ
ン
を
踏
ま
な
い
よ
う
十
分
注

意
し
、
必
要
に
応
じ
て
消
毒
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
鳥
に
異
常
を
見
つ
け
た
ら
】

○
家
畜
の
鳥
に
異
常
（
続
け
て
死

亡
し
た
な
ど
）
が
あ
る
と
き
は
、

最
寄
り
の
家
畜
保
健
衛
生
所
か
市

畜
産
農
林
課
畜
産
振
興
室
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

○
死
亡
し
た
野
鳥
を
発
見
し
た
場

合
は
、
最
寄
り
の
農
林
振
興
局
か

市
畜
産
農
林
課
林
務
係
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
畜
産
農
林
課

　
☎
35
‐
１
１
１
１

　
畜
産
振
興
室
（
内
線
２
２
２
）

　
林
務
係
（
内
線
２
３
６
）

　
都
城
家
畜
保
健
所

　
☎
０
９
８
６
‐
62
‐
５
１
５
１

　
西
諸
県
農
林
振
興
局
林
務
係

　
☎
23
‐
４
７
２
５

鳥インフルエンザの
疫徹底のお願い防

防ごう鳥インフルエンザ
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◎市政ニュース（えびの市役所☎ 0984‐35‐1111）

◎
自
公
連
だ
よ
り

※
自
公
連
・
・
・「
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
」の
略
称
。

が ！ん ば る 公 館民

　
ジ
オ
パ
ー
ク
発
掘
調
査
隊

未来みやざき子育て県民運動

えびの市子育て応援標語が決まりました

作
品
1
点
、
優
秀
作
品
2
点
を

決
定
し
ま
し
た
。

【
最
優
秀
作
品
】

「
未
来
へ
は
ば
た
け　

え
び

の
っ
子　
み
ん
な
で
広
げ
よ
う

子
育
て
の
輪
」

吉
岡
知
美
さ
ん
（
溝
ノ
口
区
）

【
優
秀
作
品
】

「
あ
の
子
も
こ
の
子
も　

み
ん

な
の
子　
子
育
て
応
援
の
街　

え
び
の
市
」

紫
雲
眞
弓
さ
ん
（
中
島
区
）

「
小
さ
な
手　

大
き
な
手　

し
っ
か
り
つ
な
い
で　
未
来
へ

歩
む　
え
び
の
市
」

前
原
こ
ず
恵
さ
ん
（
下
大
河
平

区
）

宮
崎
県
で
は
、
今
年
4
月

か
ら
安
心
し
て
子
ど
も

を
生
む
こ
と
が
で
き
、
子
育
て

を
楽
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
宮
崎

づ
く
り
を
目
指
し
、
県
民
全
体

で
子
ど
も
と
子
育
て
を
応
援
す

る
「
未
来
み
や
ざ
き
子
育
て
県

民
運
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
え
び
の
市
で
も
、
こ
の
運
動

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

計
画
で
す
。
そ
こ
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
こ
の
運
動
を
知
っ
て

も
ら
い
、
積
極
的
に
参
加
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
こ
の

運
動
の
標
語
を
募
集
し
ま
し

た
。
多
数
の
応
募
の
中
か
ら
、

厳
正
な
選
考
の
結
果
、
最
優
秀

受賞者は、田の神さあ産業文化祭で表彰されました

◎
家
庭
教
育
学
級
の
紹
介

家 学庭 教 育 級 信通

加久藤中学校家庭教育学級長

増元直子さん

トールペイント（木製品に絵具を塗る手芸）に取り組む参加者

　
加
久
藤
中
学
校
家
庭
教
育
学
級

を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
年
度
、
私
た
ち
の
学
級
は
、

学
級
生
37
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
各
講
座
の
案
内
は
、
毎
回
全

保
護
者
に
配
付
し
て
い
ま
す
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
各
講
座
は
、
だ

れ
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
雰
囲

気
が
で
き
て
い
ま
す
。

  

主
な
活
動
と
し
て
「
開
級
式
」

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
」「
人
権
学
習
」
や

各
学
年
役
員
が
担
当
す
る
「
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」「
秋
み

そ
づ
く
り
」「
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
」

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
家
庭
教
育
学
級
も

小
中
一
貫
教
育
に
協
力
す
る
形

で
、
講
座
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

加
久
藤
小
学
校
の
家
庭
教
育
学
級

と
合
同
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
」
と

「
人
権
学
習
」
を
加
久
藤
小
・
中

合
同
で
開
催
し
ま
し
た
。
合
同
で

行
う
講
座
で
は
、
よ
り
広
い
年
齢

層
の
親
が
集
り
、
多
様
な
考
え
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
講
座
を
通
じ
て
、
よ
り
多
く

の
人
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
12
月
3
日
に
行
わ
れ
た
駅
伝
・

持
久
走
大
会
で
は
、
学
級
生
と
Ｐ

Ｔ
Ａ
役
員
が
協
力
し
て
、
学
校
で

育
て
た
ダ
イ
コ
ン
や
ハ
ク
サ
イ
な

ど
の
無
農
薬
野
菜
と
9
月
に
家
庭

教
育
学
級
活
動
で
作
っ
た
手
づ
く

り
み
そ
を
使
っ
て
豚
汁
を
作
り
、

全
校
生
徒
に
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
学
級
生
み
ん
な

で
、
楽
し
く
子
育
て
や
自
分
育
て

に
つ
い
て
学
ん
で
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

　
溝
ノ
口
・
西
ノ
野
地
区
は
、
真

幸
地
区
西
の
山
沿
い
に
位
置
し
、

Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
山
神
ト
ン
ネ
ル
近
く

に
あ
り
ま
す
。
現
在
、男
性
32
人
、

女
性
26
人
、
総
戸
数
27
戸
の
え
び

の
市
で
一
番
小
さ
な
集
落
で
す
。

　

地
区
内
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

年
2
回
、
春
と
夏
に
行
わ
れ
る
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
す
。
地

区
の
元
気
な
人
は
全
員
参
加
し
ま

す
。
参
加
者
は
、
親
ぼ
く
を
図
る

場
と
し
て
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
参
加

地域おこしで
がんばる公民館

（溝ノ口自治公民館）

春と夏に行われるグラウンドゴルフ大会

し
て
い
る
皆
さ
ん
の
笑
顔
は
、
最

高
で
す
。

　
ま
た
、
今
年
か
ら
地
域
の
気
候

と
風
土
を
生
か
し
た
昔
な
が
ら
の

コ
メ
ど
こ
ろ
復
活
に
向
け
て
「
お

い
し
い
コ
メ
」「
真
幸
郷
宮み

や
ん
ひ
ら

の
平

米ま
い

」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
取
り
組

み
を
集
落
一
丸
と
な
っ
て
行
っ
て

い
ま
す
。
真
幸
駅
近
く
は
昔
か

ら
「
1
に
宮
の
平
、
2
に
小
場

田
」
と
言
わ
れ
た
ほ
ど
、
え
び
の

で
1
、
2
を
争
う
コ
メ
ど
こ
ろ
で

す
。
そ
の
場
所
で
作
ら
れ
た
こ
の

コ
メ
は
、空
の
恵
み
、山
の
恵
み
、

そ
し
て
人
の
愛
情
で
育
て
ら
れ
ま

す
。
と
て
も
お
い
し
い
の
で
、
ぜ

ひ
一
度
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
地
区
全
体
は
、
高
齢
化
と
人
口

減
少
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
地

域
ら
し
さ
と
地
区
民
の
パ
ワ
ー

で
、
溝
ノ
口
、
西
ノ
野
地
区
の
発

展
活
性
化
を
目
指
し
て
「
気
張
っ

ど
根
性
」で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

溝ノ口自治公民館長
溝口克巳さん

　
今
月
は
、
え
び
の
市
大
字
大

河
平
に
あ
る
「
毘
沙
門
の
滝
」

を
紹
介
し
ま
す
。

　
加
久
藤
カ
ル
デ
ラ
は
今
か
ら

約
34
万
年
前
に
お
き
た
破
局
的

噴
火
に
よ
り
生
ま
れ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
噴
火
の
際

に
は
大
規
模
な
火
砕
流
が
発
生

し
、
付
近
一
帯
を
火
山
噴
出
物

で
埋
め
尽
く
し
ま
し
た
。
火
山

灰
な
ど
の
噴
出
物
が
、
自
ら
の

熱
と
重
み
で
ガ
ラ
ス
質
成
分
が

溶
け
、
強
固
に
再
結
合
し
て
で

き
た
岩
が
溶
結
凝
灰
岩
で
す
。

毘
沙
門
の
滝
は
、
溶
結
凝
灰
岩

を
川
が
浸
食
し
て
で
き
た
も
の

で
す
。

　
毘
沙
門
の
滝
に
は
、
鉄
山
川

が
流
れ
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

鉄
山
川
は
、
川
内
川
の
支
流

で
、
水
源
は
約
7
キ
ロ
上
流
の

熊
本
県
境
に
あ
り
ま
す
。
え
び

の
市
大
河
平
の
永
野
原
と
柊
野

原
の
間
を
流
れ
る
渓
谷
を
形
づ

く
り
、
清
流
は
、
時
に
よ
っ
て

7
色
に
変
化
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
滝
の
上
の
渓
谷
に
は
、
自
然

林
の
中
に
約
1
キ
ロ
に
お
よ
ぶ

遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
渓
谷
は
、
夫
婦
岩
や
毘
沙

門
の
石
と
い
わ
れ
る
岩
な
ど
が

重
な
り
合
い
、
ミ
ニ
高
千
穂
峽

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
毘
沙
門
の
滝
は
、
延
宝
年
代

（
１
６
７
０
年
頃
）
に
毘
沙
門

寺
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
ま

す
。

そ
の
27大河平地区にある毘沙門の滝
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え び の の ひ と

　
「『
我
が
ま
ち
か
ら
、
犯
罪
を
出

さ
な
い
。
さ
せ
な
い
。
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
』
を
合
言
葉
に
、
地
域

防
犯
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」
と

話
す
の
は
、
え
び
の
警
察
地
域
安

全
対
策
協
議
会
会
長
の
拂
山
輝
男

さ
ん
（
南
原
田
区
）
で
す
。

　

拂
山
さ
ん
は
、
平
成
2
年
に
、

飯
野
駅
前
交
番
連
絡
協
議
会
の
発

足
と
同
時
に
同
会
へ
加
入
。
約
21

年
間
（
現
在
も
活
動
中
）、
地
域

安
全
活
動
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
功
績
に
対
し
、
今
年
10
月
18

日
、
全
国
防
犯
協
会
連
合
会
か
ら

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
地
域
安
全
活
動
で
は
、
1
人
暮

ら
し
高
齢
者
へ
の
声
か
け
や
登
下

校
時
の
立
ち
番
、
車
で
の
市
内
巡

回
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
立
ち
番
指
導
を
始
め
た
時
は
、

子
ど
も
た
ち
の
反
応
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
で
は
、
元
気
に
あ

い
さ
つ
を
返
し
て
く
れ
ま
す
。
そ

の
元
気
な
あ
い
さ
つ
で
、
逆
に
、

1
日
の
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
」
と
語
る
拂
山
さ
ん
。
車
で
巡

回
中
に
は
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
手

を
振
っ
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。
地

域
安
全
活
動
が
浸
透
し
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
地
域
安
全
活
動
に
は
土
日
も
あ

り
ま
せ
ん
「
妻
の
機
嫌
も
悪
く
な

り
ま
す（
笑
）」し
か
し「
立
ち
よ
っ

た
高
齢
者
か
ら
『
オ
レ
オ
レ
詐
欺

に
合
い
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
拂

山
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
て
良

犯罪のない住みよい
えびの市にしたい

か
っ
た
。
あ
り
が
と
う
』
と
言
わ

れ
た
時
は
、
続
け
て
い
て
良
か
っ

た
と
思
い
ま
し
た
」

　
拂
山
さ
ん
は
「
市
内
で
の
犯
罪

が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
犯
罪
ゼ

ロ
を
目
指
し
、元
気
が
続
く
限
り
、

地
域
安
全
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
を
話
し
て
い
ま

し
た
。

はらいやま・てるお／ 67 歳／南原田／
趣味：魚釣り（川釣り）、秋口にかけて
のコイ釣り

Teruo Haraiyama

拂山輝男さん

カボチャのマリネ

vol.44

◎今月の一品

［
え
び
の
の
う
ま
い
も
の
］

　
今
月
紹
介
す
る
の
は
、
男
の
腕
ま
く
り
料

理
教
室
で
作
っ
た
「
カ
ボ
チ
ャ
の
マ
リ
ネ
」

で
す
。

　
カ
ボ
チ
ャ
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
を
豊
富
に
含

み
、
硬
い
皮
は
、
長
く
煮
る
こ
と
で
甘
み
が

増
し
ま
す
。
酢
を
加
え
る
（
マ
リ
ネ
）
こ
と

で
、
日
持
ち
が
よ
く
な
り
、
お
弁
当
に
も
最

適
で
す
。

　
昔
か
ら
カ
ボ
チ
ャ
は
、
ビ
タ
ミ
ン
不
足
に

な
り
が
ち
な
冬
の
栄
養
補
給
に
、
欠
か
せ
な

い
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
カ
ボ
チ
ャ

を
食
べ
て
寒
い
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

レ シ ピ

r e c i p e

　
　
　
　
　
　

え
び
の
自
慢
の
お
い
し
い
料
理

【紹介者】　
男の腕まくり料理教室参加者と　
えびの市食生活改善推進員のみなさん

【材料】（4 人分）
カボチャ・・・・・・・・・・・　200g
キュウリ・・・・・・・・・・・・60g
塩・・・・・・・・・・・　ひとつまみ
タマネギ・・・・・・・・・・・・60g
カニかまぼこ・・・・・・・・・・40g

〔調味料 A〕
砂糖・・・・・・・　大さじ 1、小さじ 1
酢・・・・・・・・・・・・・大さじ 1
薄口しょうゆ・・・・・・・・小さじ 2
塩・・・・・・・・・・・・小さじ 1/6

【作り方】
①カボチャは皮をむいて 2 ㎝くらいの
大きさに切る。軟らかく茹でてザルに
あげる。
②タマネギは薄くスライスし、サッと
水にさらす。
③キュウリは千切りにして塩もみし、カ
ニかまぼこは食べやすい大きさに切っ
てほぐす。
④タマネギ、キュウリは水気をきり、
カニかまぼこと調味料 A を混ぜる。
⑤カボチャと④をさっくりあえる。
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第７回えびの市米
こめ

・食味コンクール

第 25 回田の神さあの里産業文化祭

伊地知さんのコメが栄冠

ふるさとの恵みに感謝

100 万円をスポーツ少年団に寄贈

子どもの健全育成を願って

　

11
月
19
日
、
第
7
回
え
び
の
市

米
・
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
が
、
え
び
の

市
農
協
本
店
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ

ン
ク
ー
ル
に
は
、
２
９
３
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
本
選
審
査
に
進
ん

だ
5
点
が
、
農
業
関
係
者
な
ど
80
人

の
審
査
員
に
よ
り
外
観
、
香
り
、
味

な
ど
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
お
い
し
い
え
び

の
産
「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
を
目
指
し
、

毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
今
年
の
最
優
秀
賞

は
、
伊
地
知
政
照
さ
ん
（
下
大
河
平

区
）
が
生
産
し
た
コ
メ
で
し
た
。

　
11
月
19
日
、
20
日
の
2
日
間
、
え

び
の
市
文
化
セ
ン
タ
ー
文
化
の
杜も

り
周

辺
を
会
場
に
第
25
回
田
の
神
さ
あ
の

里
産
業
文
化
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
文
化
の
部
で
は
、
会
場
の
文
化
セ

ン
タ
ー
に
、
園
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

の
写
真
や
絵
画
、
手
芸
品
な
ど
約

１
８
０
０
点
の
展
示
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
文
化
セ
ン
タ
ー
の
外
で
は
、
子

ど
も
ふ
れ
あ
い
広
場
、
親
子
木
工
教

室
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
家
族
づ

れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
19
日
は
、
田
の
神
さ
あ
踊
り
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
21
日
、
え
び
の
市
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
に
、
西
日
本
高
速
道
路
サ
ー

ビ
ス
Ｈ
Ｄ
、
九
州
産
交
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
宮
交

シ
ョ
ッ
プ
＆
レ
ス
ト
ラ
ン
の
4
社
か

ら
１
０
０
万
円
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
寄
贈
は
、
4
社
が
社
会
貢

献
活
動
の
一
環
で
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
寄
贈
式
は
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
宮
交
シ
ョ
ッ
プ
＆
レ
ス
ト

ラ
ン
の
西
田
英
司
代
表
取
締
役
社
長

か
ら
え
び
の
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

北
園
一
正
代
表
に
目
録
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

地域活性化に向けスタート

年末・年始特別警戒合同開始式

大盛況「京町温泉あおぞら市」

県境を越え、地域を守ります

アイススケートフェスタ

えびのの冬を満喫

　
11
月
27
日
、
京
町
温
泉
駅
前
通
り

の
空
き
地
で
、「
京
町
温
泉
あ
お
ぞ

ら
市
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
に
は
、

市
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
来

場
。
地
元
産
の
野
菜
や
加
工
品
、
総

菜
な
ど
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
市
は
、
京
町
温
泉
活
性
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
催
で
行
わ
れ
た
も
の

で
、
地
域
活
性
化
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
同
会
の
妹
尾
哲
男
代
表
は
「
大
盛

況
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
毎
月
第

2
日
曜
日
の
9
時
～
12
時
に
行
っ
て

い
き
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
12
月
1
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で

え
び
の
警
察
署・横
川
警
察
署
年
末・

年
始
特
別
警
戒
合
同
開
始
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
式
は
、
事
件
・
事
故
が
多
発

す
る
年
末
年
始
に
向
け
、
県
境
を
越

え
た
2
つ
の
署
が
連
携
を
密
に
す
る

こ
と
で
、
そ
の
対
応
を
ス
ム
ー
ズ
に

行
う
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
え
び
の
警
察
署
小
山
所
長
は
「
こ

の
出
発
式
を
契
機
に
、
両
署
協
力
し

て
、
事
件
・
事
故
の
防
止
に
努
め
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
12
月
4
日
、
え
び
の
高
原
ア
イ
ス

ス
ケ
ー
ト
場
で
「
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト

フ
ェ
ス
タ
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。フ
ェ

ス
タ
に
は
、
市
内
外
か
ら
約
４
０
０

人
が
来
場
。
日
本
最
南
端
の
ス
ケ
ー

ト
場
で
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
カ
ル
ガ
リ
ー
五
輪
代

表
の
八
木
沼
純
子
さ
ん
の
模
範
演
技

や
ス
ケ
ー
ト
教
室
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
宮
崎
市
か
ら
参
加
の
斉
藤
礼
也
さ

ん
（
小
３
）
は
「
初
め
て
の
ス
ケ
ー

ト
体
験
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。



掲 　 示 　 板
心の一首一句

あなたもつくってみませんか。
（短歌）竹下妙子さん☎ 0984‐37‐3056
（俳句）松山良文さん☎ 0984‐33‐4904

（詩）ポエム同好会（市田寛幸さん）☎ 0984‐37‐2528 まで

BOOK　CORNER ■推薦：市民図書館

Editor's ◎編集後記

おすすめの
ありますか、好きだと言える一冊が。

一冊
L e t ' s 　 L e a d 　 A 　 H e a l t h y 　 L i f e 　 !

！いきいき　健康

同 参男 画女 だ共 よ り

　寒い冬がやってきました。かぜの主な原因と
なるウイルスは、気温が下がり、空気が乾燥す
ると増殖します。私たちののどや鼻の粘膜も乾
燥しがちになり、ウィルスが侵入して、かぜを
ひきやすくなります。
　免疫力が高ければ、ウイルスを寄せつけませ
んが、体が弱っているとウイルスに感染して、
かぜをひいてしまいます。かぜなどの感染症に
負けないためにも、自己管理や免疫力を高める
ための体づくり、冷えや乾燥対策などの予防を
心がけましょう。

【かぜ予防のポイント】
●なるべく人混みは避ける
　出かけるときは、なるだけマスクをし、外出
した後は必ずうがい手洗いを行いましょう。
●１日３食バランスのよい食事を取る
　ビタミン C の豊富な野菜などをたっぷり取

気に笑
って

健康
え び の

りましょう。
●しっかり睡眠
　暖かくしてよく眠ると疲れがとれ、体に元気
が戻ります。
●ストレスをためない
　ストレスがたまると免疫力が低下します。ス
トレスを解消して、心の元気を保ちましょう。
●室内を乾燥させない
　室内の湿度は、50 ～ 60％を目安に、加湿器
を利用するなど工夫しましょう。
　かぜをひいたということは、体が弱っている
ということです。軽い症状でも、無理をせず、
まずはよく寝て体を休めましょう。
　特に、乳幼児や高齢者の人は、肺炎など重症
化することもあります。早めに静養して、それ
でも症状が改善しないときは、医療機関を受診
しましょう。

『たこ焼き器 120％使いこなしレシピ』

　たこ焼きを作る時以外「たこ焼き器」を
しまったままにしてはいませんか。実は、

「たこ焼き器」は、料理の幅が無限に広が
る万能調理器具なのです。基本のたこ焼き
はもちろん、主役級のおかずからおつまみ、
パン、スイーツまで、作ることができます。
この一冊であなたの家のたこ焼き器が生ま
れ変わります。
　たこ焼き器を囲みながら、家族や友人た
ちと料理を楽しんでみませんか。
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　今月の取材で、アイススケートフェスタに行ってきまし
た。私は、幼いころ父に連れられ、アイススケートを一度
した記憶があるだけで、したことがありません。来場して
いた皆さんは、気持ちよさそうにスケートを楽しんでいま
した。この時は、スケートをしませんでしたが、私も機会
があればアイススケートに挑戦してみようと思います。

（川野）
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詩

岡田澄枝／編集・制作
（主婦の友社）
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今月の
納税

■田村保健師（健康保険課）冬本番！かぜを予防しましょう

性と生殖に関する健康と権利
こと。そして、この権利の獲得は、安心して子ど
もが産める社会・産みたい社会をつくるためのも
のです。
　リプロダクティブ・ヘルス / ライツは、不妊、
人工授精、代理出産、性感染症、ＨＩＶ / エイズ、
性暴力、買売春、中絶などさまざまな問題を幅広
く含んでいます。男女が性の知識を正しく得るこ
とが大切で、リプロダクティブ・ヘルス / ライツ
の観点からの性教育を推進していく必要がありま
す。
　女性は自分のからだを大切にしながら、男女が
お互いを尊重し、いたわり合い、いい関係で人生
を過ごしていきたいですね。

　『リプロダクティブヘルス / ライツ』という言葉
をご存じですか？この言葉は、周知度が低く未だ
充分に理解されていません。
　リプロダクティブ・ヘルス / ライツとは、「性
と生殖に関する健康 / 権利」と訳されます。健康
としては、「安全で満足できる性生活」、「安全な
出産」などが、「権利」としては、「子どもを産む
かどうか、産むとすればいつ、何人までを産むか
を決定する自由」、「生殖・性に関する適切な情報
とサービスを得られる権利」などがあげられます。
　1994 年にカイロで開かれた国際人口会議で、「性
と生殖に関する健康、生命の安全を女性のライフ
サイクルを通じて、権利としてとらえよう」とい
うリプロダクティブヘルス / ライツの概念が提唱
されました。「私のからだは私のもの」「子どもを
産む・産まないは女性の自己決定」であるという

◎えびの市の人口
　男性／ 9,955 人（　1 人）
　女性／ 11,294 人（　7 人）
　合計／ 21,249 人（　8 人）
◎えびの市の世帯数　　　　　
　9,213 世帯（13 世帯）

（平成 23 年 12 月１日現在）

転入／ 46 人
転出／ 37 人
出生／ 10 人
死亡／ 11 人

固定資産税　　　　　　第 3 期
国民健康保険税　　　　第 6 期
後期高齢者医療保険料　第 6 期
介護保険料　　　　　　第 5 期
12 月 26 日までに納めましょう。



■えびの消防署☎ 33‐6119 ■えびの警察署☎ 33‐0110

119 だより 110 だより
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お知らせコーナー information

11 月の活動状況 火災 1 件 年計 9 件
［えびの消防署管内］ 救急 63 件 年計 715 件

11 月の交通事故 人身 7 件 本　年
11 月末 113 件

　発生状況 物件 27 件 本　年
11 月末 292 件

　12 月になり、朝・夕は、ますます冷えこんでき
ました。急激な温度差で体調管理が難しい季節とな
りました。日に日に寒さが増してくると、暖房器具
などの火気の使用が多くなります。疲れてコタツで
うたた寝をすると体調を崩しやすく、また、電源を
消し忘れて火災に発展する恐れもあります。同様に、
タバコの火の消し忘れ、寝タバコ等も火災の原因の
1 つとなります。
　えびの市から火災を発生させないためにも、一人
ひとりが防災の意識を高く持ち、火災を未然に防ぎ
ましょう。

火災を未然に防ぎましょう
　県内の交通死亡事故は、11 月末で 45 件発生し、
46 人が亡くなっています。その内の 25 人が 65 歳
以上の高齢者で、歩行中に被害にあっています。
　特に、夕ぐれ、夜間はドライバーから歩行者、自
転車が見えにくくなります。
　夜間の外出時には、自分を交通事故から守るため
明るい服装にすることと、反射タスキや反射バンド
などを身につけて、自分の存在をドライバーにア
ピールしましょう。
　

夕ぐれ、夜間の事故を防ぎましょう

問＝問い合せ先　申＝申し込み先

教科書等の引用でも、オリジナルの内容でも可。
【審査方法】審査員が所定の審査基準に従い採点し、そ

の合計の最高得点を最優秀賞とします。その他、各賞を
決定します。
※表彰者には、賞状と記念品を授与します。

【申し込み・問い合わせ先】
市国際交流センター
☎ 35-3211　FAX35-3215
E-mail：ebinokokusaikouryu@ace.ocn.ne.jp
　

a 中小企業大学校で学んでみませんか

　市では、市内に事業所を有する中小企業の事業主また
は従業員の人が、経営に必要な知識を習得するため、中
小企業大学校の研修を受講し修了された場合に、予算の
範囲内で受講料の一部を補助します。

【補助対象者】市内に事業所を有する中小企業の事業主
または従業員

【補助金の額】・受講者 1 人あたり 2 万円（受講料が 2
万円に満たない場合はその額）

・1 企業あたり年間 4 万円を限度とします。
問市観光商工課　企業誘致・商工振興室
☎ 35-1111（内線 333）

相談してみませんか
こころの健康電話相談

　宮崎県臨床心理士会では、下記の日程で「こころの健
康電話相談」を行います。家庭などの心配事や悩み事を
１人で悩んでいませんか。相談は無料です。お気軽にご
相談ください。

【相談日】平成 24 年 1 月 29 日（日）※この日限り
【相談時間】午前 9 時～午後 5 時
【相談料】無料（※ただし、通話料は、自己負担）
【相談電話】☎ 080-4276-3401　☎ 090-8350-3402

節電にご協力をお願いします

　来年 3 月 30 日までの平日（12 月 29 日～ 1 月 4 日を
除く）、生活や経済活動に支障のない範囲で節電をお願
いします。特に、気温が低く冬季最大需要が発生する可
能性の高い 12 月 26 日（月）～ 2 月 3 日（金）の 8 時
～ 21 時については、さらに電力の需要供給状況が厳し
くなりますので、節電目標 5％以上を目標に、節電への
ご協力をお願いします。
問九州電力 ( 株 ) 都城営業所
☎ 0120-986-705

平成 24 年 4 月から年金相談が予約
制になります

　平成 24 年 4 月からえびの市役所で行われる出張年金
相談が予約制になります。
　これは、年金相談を受ける人の待ち時間を短縮するた
めに行われるものです。年金相談を受ける際には、事前
に電話での予約をお願いします。

【予約受付電話番号】☎ 0986-23-2571（都城年金事務所）
※電話をかける場合は、事前に、基礎年金番号を用意く
ださい。
※電話の際、「出張相談の予約」と伝えてください。

【予約の申し込み期間】平成 24 年 3 月 1 日～
【その他】
・直前の申込は、ご希望に添えないことがあります。
・郵送で手続きができることがあります。
問市民課年金係
☎ 35-1111（内線 276）

a 職場のセクシャルハラスメント対策
は、事業主の義務です

　男女雇用機会均等法およびそれに基づく指針により、
職場における男女双方に対するセクシュアルハラスメン
ト対策として次の措置を講ずることが事業主に義務づけ
られています。

・事業主の方針を明確化し、管理・監督者を含む労働者
に対してその方針を周知・啓発すること

・相談、苦情に応じ、適切に対応するために必要な体制
を整備すること

・相談があった場合、事実関係を迅速かつ正確に確認し、
適正に対処すること

・相談者や行為者等のプライバシーを保護し、相談した
ことや事実関係の確認に協力したこと等を理由として不
利益な取り扱いを行ってはならない旨を定め、労働者に
周知・啓発すること
問市観光商工課・企業誘致・商工振興室
☎ 35-1111（内線 333）

a 人権教育・啓発推進方針策定のため
のアンケートにご協力ください

　市では、無作為に抽出した 20 歳以上の人に人権に関
しての意識調査を実施します。この意識調査は、平成
24 年度策定予定の「えびの市人権教育・啓発推進方針」
への基礎資料とするためのもので、今後の人権啓発のあ

り方を充実したものにするための非常に重要な調査とな
ります。ご協力をお願いします。

【対象者】20 歳以上の市民 2,000 人
【配布】対象者に郵送で送付済みです。

問市総務課人権啓発室
☎ 35-1111（内線 350）

a 南九州駅伝競走大会で交通規制が行
われます

　平成 24 年２月 5 日（日）、第 66 回南九州駅伝競走大
会が開催されます。安全で円滑な運営を行うため、選手
通過予定時刻前後には、交通規制が行われます。そのた
め、その時間帯には、交通渋滞が予想されます。お出か
けの際は、早めに家を出るか、う回路をご利用ください。

【選手通過予定時刻】
中継所 通過予定時刻

スタート えびの市・真幸地区体育館 10：00
第 1 中継所 えびの市・オカ薬局本店前 10：35
第 2 中継所 小林市・河島木材工業 ( 株 ) 前（西小林） 10：53
第 3 中継所 小林市・靴の小笠原前（小林駅前） 11：14
第 4 中継所 高原町・フリーウェイ工業団地南口前 11：37
第 5 中継所 都城市高崎町・ローソン高崎大牟田店前 12：04
第 6 中継所 都城市立志和池小学校前 12：34
ゴール 都城市役所玄関前 13：06

問南九州駅伝競走大会事務局（都城市スポーツ振興課内）
☎ 0986-23-9546

えびの市小中学生英語暗唱大会
参加者募集

　市国際交流センターでは、市内の小中学生を対象に「え
びの市小・中学生英語暗唱大会」を開催します。
　この大会は、小中学生の英語に対する関心を高め、英
語力を身につけるとともに、多数の人達の前で、はっき
りと自己主張できる態度を養うことを目的としていま
す。奮ってご参加ください。

【開催日】平成 24 年 2 月 18 日（土）
【時間】午前 10 時～
【会場】市国際交流センター（研修室）
【応募資格】市内の小・中学校に在籍する児童生徒
【応募方法】市国際交流センターにある申込書に、必要

事項を記入の上、ファックス 等で、市国際交流センター
に提出してください。

【応募締切】平成 24 年 1 月 27 日（金）必着
【原稿提出方法】原稿はワードで作成し、データで提出。

※原稿は、必ず半角文字で入力してください。
【暗唱内容】テーマは自由。ただし、制限時間５分以内。
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常

鶲
」や「
尉
鶲
」が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
常
鶲
」
は
「
秋
に
な
る
と
、
常
に

や
っ
て
来
る
ヒ
タ
キ
」
と
い
っ
た
意

味
で
す
。「
尉
鶲
」
は
「
白
髪
老
人

の
よ
う
な
ヒ
タ
キ
」と
い
う
意
味
で
、

こ
の
鳥
の
「
雄
の
頭
部
が
灰
白
色
で

あ
る
」
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ヒ
タ
キ
の
名
は
、
鳴
き
声
の

「
カ
ッ
カ
ッ
」
を
火
打
ち
石
を
打
ち

合
わ
せ
る
音
に
た
と
え
た「
火
焚た

き
」

が
語
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
は
、
毎
年
、
同
じ

鳥
が
同
じ
庭
に
や
っ
て
来
て
、
単
独

で
過
ご
し
ま
す
。
前
の
年
に
生
活
し

た
庭
の
隅
々
ま
で
知
っ
て
い
る
の

で
、
安
心
安
全
な
の
で
す
。
ま
た
、

ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
は
、雌
雄
と
も
に「
な

わ
ば
り
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。
あ
る

一
定
の
区
域
に
一
羽
の
ヒ
タ
キ
が
い

て
、
よ
そ
の
区
域
の
ヒ
タ
キ
が
侵
入

す
る
と
追
い
払
い
ま
す
。
車
の
サ
イ

ド
ミ
ラ
ー
に
写
っ
た
自
分
の
姿
を
攻

撃
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
と
き
に

は
、
家
の
屋
根
や
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ

に
止
ま
り
「
ヒ
ッ
ヒ
ッ
」
と
鳴
き
な

が
ら
、
周
囲
を
見
張
っ
て
い
ま
す
。

お
じ
ぎ
を
す
る
よ
う
に
頭
を
下
げ
、

尾
を
振
る
動
作
を
よ
く
行
い
ま
す
。

毎年、同じ庭に戻ってくるジョウビタキ

（
文
／
市
歴
史
民
俗
資
料
館
）

広報えびのは環境にやさしい大豆油
インキを使用しています。


